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毒虫

毒虫と言われるものは大部分が節足動物に

属し、サソリやハチのように毒針で毒を注入

するもの、 ドクガのように毒針毛によって皮

膚炎を起こすもの、ある種の甲虫のように体

関節などから毒物質を分泌するものなどがあ

る。日本列島は南北に長いため、動物の種類

は面積に比べて著しく多い。北海道から九州

までにみられる動物は大部分が旧北区系に属

し、南西諸島と小笠原群島には東洋区系の動

物が多い。動物毒の本態は近年までほとんど

不明であったが、最近の分析化学の急速な進

歩によって、微鼠の毒の定性、定量が可能に

なり、動物毒の本態が次々と解明されつつあ

る。以下有毒節足動物の主な種類について、

カラー写真を交えて説明する。

ムカデの中ではオオムカデの類が攻撃的

で、毒も強く被害が多い。日本では頭の色に

よって、 トビズムカデ（写真 1)、アカズムカ

デ、アオズムカデの 3亜種が本州以西にみら

れ、沖縄では体長 10~14 cmの大形のタイワ

ンオオムカデを産する。肉食性で昆虫その他

の小動物を捕食する。行動活発で一寸触れて

も咬みつく。夜間活動性で、電灯に集まる昆

虫を求めて、しばしば家屋内に侵入し、就寝

中に咬まれることが多い。咬まれると激痛、

発赤、腫脹、壊死などを起こすが、致命的な

ことはない。毒成分は種によって異なり、ア

カズムカデでは、多量のヒスタミンと分子量
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約1000のポリペプチドが検出されている。

郎

ャスデの中では大形のフトヤスデの類が体

側の小孔から毒液を噴射し、これに触れると

発赤、水疱など皮膚炎を起こし、ひりひり痛

い。本州にもみられるクロヒメヤスデ（写真

2) や沖縄のヤエヤマフトヤスデなどの皮膚

炎が知られている。毒成分はベンゾキノンと

その誘導体である。

サソリは日本に土着しているのは沖縄にい

るヤエヤマサソリ（写真3)と沖縄と小笠原に

いるマダラサソリ（写真4)の2種で、いずれ

も小形で局所毒なので、刺されても軽い痛み

程度で、とくに治療の必要はない。しかし近

年国際交流が盛んになったため、荷物、ラワ

ン材、果物などに潜入して、低界各地から沢

山のサソリが移入され、局所毒でも大形で激

痛を起こすものや向神経毒で致命率の高い危

険なサソリも入ってきている。一番多いのは

東南アジアからラワン材などについて入って

くる体長10数cmの大形で黒褐色のチャグロサ

ソリとアオサソリである。そのほか中近東か

ら大形のマダラサソリ、インドからインドサ

ソリ、中国東北部から神経毒のキョクトウサ

ソリ、南米ベネズエラから牛の角に入って神

経毒をもつセントロロイデス、メキシコから

マンゴーについて猛毒のメキシコサソリなど

が入ってきている。サソリの局所毒は蛋白分

解酵素を主体として局所に激痛、発赤、腫



脹、壊死を起こす。神経毒は分子量7000から

9000でアミノ酸60から 90のポリペプチドで

ある（）これは致命率が高いので、これに対す

る抗血清を用意しておく必要がある。

サソリによく似ているサソリモドキ（ムチ

サソリ）は毒針を持たず、尾部は細い鞭状に

なっている。これは肛門の両側から毒液を

射し、これに触れると皮膚炎や角膜白濁を起

こす。毒液は酷酸約 80%、カプリル酸5%、

水15%であり、強い酢の臭いがする。沖縄に

タイワンサソリモドキ、砲美大島、九州南

部、八丈島、千葉白浜などにアマミサソリモ

ドキ（写真 5)を産する。

クモ類は無毒のものが多いが、サソリと同

様に局所毒と神経毒を持つものがある。日本

でのクモ咬傷の大部分は北海道から九州に分

布するカハキコマチグモ（写真 6)によるもの

で、激痛、発赤、腫脹を起こす。メスはスス

キ、アジサイなどの葉を巻いて中に入ってい

るので、子供等が何かと思って開いて咬まれ

ることが多い。オスは自由に徘徊していて家

屋内にも侵入するので被害が多い。毒成分は

セロトニン、エピネフリン、スペルミン、ヒ

スタミンなどで、命に関わることはない。関

東以西で、とくに四国、九州、南酉諸島に多

い大形で巣を張らず自由に走り回り、ゴキブ

リを常食として人家内に多いアシダカグモ

は、不快動物として嫌われるが、弱毒で咬ま

れても一時的な痛みで大したことはない。と

ころが1995年9月に大阪、高石市でオースト

ラリアから東南アジアにかけて分布し、熱帯

性で日本には土着できないと考えられていた

セアカゴケグモ（写真 7)が採集され、調査の

結果、大阪と三重県の四日市に数万匹のセア

カゴケグモが数年箭から繁殖していることが

分かった。これはオーストラリアから輸入の

羊毛のコンテナに付いてきたものと推定され

た。幸い日本での咬傷例はないが、オースト

ラリアでは抗毒血清のできる前には数％の死

亡者があった。現在万が一のためにオースト

ラリアから抗毒血清を取り寄せて東京、大

阪、三重で保管している。体長はメスが約 1

cmで、黒色で腹背中央に美しい赤色の縦帯が

ある。オスは小さく体長約 3mmで褐色であ

る。これに続いて、世界の熱帯地域に広く分

布しているハイイロゴケグモ（写真 8)が横

、東京、大阪、福岡、沖縄本島で発見さ

れ、これも数年前から土着繁殖していたもの

と思われる。これらゴケグモ類の毒は神経毒

で、分子量約 13万の蛋白ラトロトキシンであ

る。 1996年にオーストラリアで25オの女性

が、セアカゴケグモに咬まれてアナフィラキ

シーショックで45分後に死亡している。沖縄

の八重山群島では戦前から、セアカゴケグモ

が存在し、咬傷例も報告されているが、これ

は別種でヤエヤマゴケグモ（アカオビゴケグ

モ）と呼ばれ1950年以後全く発見されなかっ

たが、 1996年に沖縄の波照間島のビニールハ

ウスで数十匹発見され、その後石垣島、西表

島でも見出された。そのほかトリトリグモ、

タランチュラなどと呼ばれるオオッチグモ

が、中南米からのバナナなどについて大量に

日本に持ち込まれている。大形で咬まれると

激痛やしびれがあるが命に関わることはな

vヽ
゜
次は昆虫類で、まず甲虫の中でカミキリモ

ドキ類、マメハンミョウ、ッチハンミョウ類

は体液にカンタリジンをもっていて、体関節
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などから分悩するのでこれに触れると、水疱

性皮膚炎を起こし、水疱がつぶれるとびらん

が起こり、 2週間位ひりひりと痛む。アオカ

ミキリモドキ（写真 9)、キクビカミキリモド

キなどの被害が多い。アオバアリガタハネカ

クシ（写真 10)は頚などにたかった虫を払いの

けるとその体液によるみみずばれのような線

状皮膚炎を起こす。毒成分はペデリンであ

る。これも 2週間位ひりひり痛む。

ハチとアリはメスまたは働きハチ、働きア

リが毒嚢、毒針をもっている種がある。毒針

は産卵管の変化したものであるから刺すのは

メスとメスの中性化した働きバチである。ハ

チの中でも広腰亜目のハバチやキバチ、小形

のコマユバチ、コハチ、セイボウなどは刺さ

ない。刺すハチの中でスズメバチ類、アシナ

ガバチ類、ミッハチ類は社会性のハチで、巣

を刺激すると働きバチが集団で攻撃し、毒性

も強いので非常に危険である。毒成分は種に

よって著しく異なる。スズメバチとアシナガ

バチの類では、ピスタミン、セロトニン、

ドーパミン、アドレナリン、ノルアドレナリ

ン、ハチ毒キニン、マストパラン、マンダラ

トキシンなどいずれも発痛物質なので、刺さ

れた時の痛みは激しい。ミッハチ類ではビス

タミン、ホスホリパーゼA2、低分子のポリペ

プチドであるアパミン、メリチンなどで発痛

物質が少ないので痛みは軽い。しかし、スズ

メバチでは蛋白分解酵素、マンダラトキシ

ン、アシナガバチではヒアルロニダーゼ、ミ

ツバチではホスホリパーゼA2などが抗原と

なって何度も刺されると、ヒトによってアナ

フィラキシーショックを起こして短時間で死

亡する。ハチによる日本での年間の死亡者は

平均40名で、多い年は 70名を超えている。

そして死因はほとんどがアナフィラキシー

ショックによるもので、 90%は 5時間以内、

50 %は 1時間以内に死亡している。最も被害

の多いのはキイロスズメハチ（写真11、12)

で、これは人家の軒下や屋根裏などに営巣す

るためである。最も攻撃性と毒性の強いのは

オオスズメバチである。コガタスズメバチは

都会に多く庭木や生垣に営巣するので被害が

多い。クロスズメバチは長野県などでハチの

子の佃煮材料のために上中の巣を採りにいっ

て刺されることが多い。キアシナガバチ、セ

グロアシナガハチ、フタモンアシナガハチな

ども人家の軒下や庭の灌木などに営巣するの

で被害が多い。ミツバチ類は在来のニホンミ

ツバチと蜂蜜をとるために輸入したセイヨウ

ミッハチの 2種がある。 1995年の 8月に東南

アジア産の大形で攻撃性と毒性の強いオオミ

ッハチが川崎の中学校で発見され、大形の巣

に約 1万匹のハチがいた。クロアリガタバチ

は1960年頃関東で大発生し、就寝中に目を刺

されるなどの被害があった。たたみを食害す

るクシピゲシバンムシに寄生し、家屋内に発

生する。また近年愛知県から九朴Iにかけてシ

バンムシアリガタバチ（写真 13)が大発生し皮

膚炎を起こしている。これはタバコシバンム

シなどに寄生し、家屋内に大発生する。単独

性のハチはピトを攻撃することはなく毒性も

弱いと考えられていたが、 1977年にオオハキ

リバチによる 3塵アレルギーによる重症例が

報告された。

アリの中でハリアリ亜科のものはハチと同

様に毒針をもっている。日本ではオオハリア

リ（写真 14)の被害が多く、このアリはシロア
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リの巣を襲うので、シロアリの巣のある風呂

場や台所に出現して刺されることが多く、ア

ナフィラキシーショックも報告されている。

ドクガ類は毒針毛によって皮膚炎を起こ

す。成虫による被害は日本ではドクガ属のメ

スが羽化時に幼虫が繭の内側に塗りつけた毒

針毛を尾端につけるため、夜間灯火に飛来し

たメス成虫の毒針毛による皮膚炎がみられ

る。日本のドクガ属のうち成虫による被害は

ほとんどがドクガによるもので、そのほか

チャドクガ（写真 15、16)とモンシロドクガに

よるものがみられる。幼虫すなわち毛虫には

毒針毛をもつものともたないものがあり、毒

針毛の形態や存在部位も種によって異なる。

ヒトリガなどは大形で沢山の長毛をもち、い

かにも刺しそうだが、毒針毛は全くなく無害

である。

イラガ類は、肉質突起が沢山あってその上

に鋭い毒棘が沢山あり、触れると電撃的疼痛

を感じ、最も痛いが、痒みは起こらず短期間

で治癒する。アオイラガは関酉以西産であっ

たが近年関東にまでみられ、ピロヘリアオイ

ラガ（写真 17、18)は鹿児島だけに産していた

が、街路樹の害虫で近年関東にまで広がって

いる。マッケムシ（写真 19)は胸部にビロード

の毒針毛群生し、これが刺さると激しい痛

みが続き、翌日からは激しい痒みとなり、 2

-3週間続く。繭の外側に毒針毛が付いてい

てこれに触れても同様である。タケノホソク

ロバ（写真20)は6月頃庭の竹や笹に多く、毒

針毛は基部が膨んで毒液を充たす。これもは

じめ激痛があり、後に激しい痒みとなる。ド

クガの幼虫は黒と橙色で、老熟幼虫では 600

万本の毒針毛をもっている。これに触れると

痛みはほとんどなく、腫れて非常な痒みが起

こり、 2~ 3週間続く。食草は 100種を超

え、クヌギ、コナラ、ッツジ、イタドリなどに

多い。チャドクガは反対にチャ、ツバキ、サ

ザンカしか食べないが、ツバキやサザンカは

ほとんどの家にあるので、庭の手入れなどで

被害に会う。モンシロドクガはサクラやウメ

を食べ、クワにつくものは黄色が強くクワノ

キンケムシと呼ばれている。そのほかクヌギ

カレハ、タケカレハ、ウメスカシクロバ、リ

ンゴハマキクロバ、ヤネホソバなどの被害が

ある。

（財団法人大阪防疫協会創立五十周年記念

特別講演資料より）
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1. トビズムカデ （篠永哲氏原固）

2. クロヒメヤスデ （石井清氏原図） 7. セアカゴケグモ

3. ヤエヤマサソリ 8. ハイイ ロゴケグモ （篠永哲氏原図）

.4. マダラサ‘ノリ 9. アオカミキリモドキ
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11. キイ ロスズメバチ

、
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13. シバンムシアリガタバチ

14. オオハリアリ

15. チャドクガ成虫

17. ヒロヘリアオイラガ成虫含辛

18. ヒロヘリアオイラガ幼虫 （篠永哲氏原図）

19. マッケムシ幼虫
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